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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月25日(2015.8.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水、少なくとも１つの非イオン性の両親媒性ポリマーおよび少なくとも１つの界面活性
剤を含む降伏応力流体組成物であって、前記組成物の全重量に対して前記ポリマーの濃度
が０．５～５ｗｔ．％の範囲であり、前記界面活性剤の濃度が１～３０ｗｔ．％の範囲（
活性重量に対して）であり、前記両親媒性ポリマーが１９．３ＭＰａ１／２超～２１．０
ＭＰａ１／２の範囲の複合溶解度パラメーター（δｃ）を有し、ここでδｃは以下の
ｄｃ＝Σｘｉｄｉ

で定義される通りであり、ｘｉは前記両親媒性ポリマー主鎖中に重合されたモノマーのモ
ル分率であり、dｉは
ｄｉ

２＝ｄＤ
２＋ｄＰ

２＋ｄＨ
２　

と定義される、モノマーをベースとしたホモポリマーの溶解度パラメーターであり、dＤ
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、dＰおよびdＨは、それぞれ、前記溶解度パラメーターのハンセン分散、極性および水素
結合変数である、
組成物。
【請求項２】
　前記両親媒性ポリマーが、０．１～１０ｗｔ．％の会合性および／または半疎水性のモ
ノマーを含むモノマー混合物から重合された反復単位を含む請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記ポリマーが、少なくとも１つの疎水性モノマーおよび少なくとも１つの親水性モノ
マーを含むモノマー混合物から調製される、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記ポリマーが、少なくとも３０ｗｔ．％の前記親水性モノマーおよび少なくとも５ｗ
ｔ．％の前記疎水性モノマーを含むモノマー混合物から調製される、請求項３に記載の組
成物。
【請求項５】
　前記モノマー混合物が、前記ポリマーの乾燥重量に対して０．０１～１ｗｔ．％の範囲
の量で存在する架橋性モノマーを含む、請求項１～４に記載の組成物。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの親水性モノマーが、ヒドロキシ（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）
アクリレート、Ｎ－ビニルアミド、（メタ）アクリルアミド、ジアセトンアクリルアミド
から選択されるアミノ基含有モノマーおよび以下の式：
【化１】

（式中、Ｒ２は水素またはメチルであり、Ｒ３は水素、Ｃ１～Ｃ５アルキルおよびＣ１～
Ｃ５ヒドロキシアルキルから独立に選択され、Ｒ４はＣ１～Ｃ５アルキルまたはＣ１～Ｃ

５ヒドロキシアルキルから独立に選択され、Ｒ５は水素またはメチルであり、Ｒ６はＣ１

～Ｃ５アルキレンであり、Ｒ７は水素またはＣ１～Ｃ５アルキルから独立に選択され、Ｒ
８はＣ１～Ｃ５アルキルから独立に選択される）
で表されるモノマーならびにその混合物から選択される、請求項３、４または５に記載の
組成物。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの界面活性剤が、アニオン性、カチオン性、両性、非イオン性およ
びその混合物から選択される、請求項１～６に記載の組成物。
【請求項８】
　前記少なくともポリマーおよび前記少なくとも１つの界面活性剤が、エチレンオキシド
部分を実質的に含まない、請求項１、３、４、５、６または７に記載の組成物。
【請求項９】
　前記降伏応力が少なくとも０．１Ｐａである、請求項１～８に記載の組成物。
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【請求項１０】
　雲母粒子をさらに含む、請求項１～９に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記ポリマーがエマルジョンポリマーである、請求項１～１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記降伏応力が少なくとも０．１Ｐａである、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記エマルジョンポリマーが、少なくとも３０ｗｔ．％の少なくとも１つのＣ１～Ｃ４

ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート、１５～７０ｗｔ．の少なくとも１つのＣ１～
Ｃ１２アルキル（メタ）アクリレート、５～４０ｗｔ．％の少なくとも１つのＣ１～Ｃ１

０カルボン酸のビニルエステル（全モノマー重量に対して）および０．０１～１ｗｔ．％
の少なくとも１つの架橋剤（前記ポリマーの乾燥重量に対して）を含むモノマー混合物か
ら重合されるか、または前記エマルジョンポリマーが、少なくとも３０ｗｔ．％の少なく
とも１つのＣ１～Ｃ４ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート、１５～７０ｗｔ．の少
なくとも１つのＣ１～Ｃ１２アルキル（メタ）アクリレート、１～１０ｗｔ．％の会合性
モノマー、半疎水性モノマーおよびその混合物から選択される少なくとも１つのモノマー
（全モノマー重量に対して）および０．０１～１ｗｔ．％の少なくとも１つの架橋剤（前
記ポリマーの乾燥重量に対して）を含むモノマー混合物から重合される、請求項１１また
は１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記Ｃ１～Ｃ４ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレートがヒドロキシエチルメタクリ
レートであり、前記Ｃ１～Ｃ１２アルキルアクリレートがメチルメタクリレート、エチル
アクリレート、ブチルアクリレートおよびその混合物から選択され、前記Ｃ１～Ｃ１０カ
ルボン酸のビニルエステルがギ酸ビニル、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル
、イソ酪酸ビニル、吉草酸ビニル、ヘキサン酸ビニル、２－メチルヘキサン酸ビニル、２
－エチルヘキサン酸ビニル、イソオクタン酸ビニル、ノナン酸ビニル、ネオデカン酸ビニ
ル、デカン酸ビニル、ベルサチン酸ビニル、ラウリン酸ビニル、パルミチン酸ビニル、ス
テアリン酸ビニルおよびその混合物ならびにその混合物から選択される、請求項１３に記
載の組成物。
【請求項１５】
　前記エマルジョンポリマーが、ヒドロキシエチルメタクリレート、およびメチルメタク
リレート、エチルアクリレート、ブチルアクリレート、酢酸ビニル、ネオデカン酸ビニル
、デカン酸ビニル、会合性モノマー、半疎水性モノマーまたはその混合物から選択される
モノマーを含むモノマー混合物から重合されるか、または前記エマルジョンポリマーが、
ヒドロキシエチルメタクリレート、エチルアクリレート、ブチルアクリレートならびに会
合性および／または半疎水性のモノマーから選択されるモノマーを含むモノマー混合物か
ら重合されるか、または前記エマルジョンポリマーが、ヒドロキシエチルメタクリレート
、エチルアクリレート、ブチルアクリレートおよび酢酸ビニルを含むモノマー混合物から
重合されるか、または前記エマルジョンポリマーが、ヒドロキシエチルメタクリレート、
エチルアクリレート、ブチルアクリレートならびに会合性および／または半疎水性のモノ
マーから選択されるモノマーを含むモノマー混合物から重合される、請求項１３に記載の
組成物
【請求項１６】
　前記会合性モノマーが、（ｉ）エチレン性不飽和末端基ポーション；（ｉｉ）ポリオキ
シアルキレン中央部ポーションおよび（ｉｉｉ）８～３０個の炭素原子を含む疎水性末端
基ポーションを含む、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記会合性モノマーが、式ＶＩＩおよび／またはＶＩＩＡ：



(4) JP 2014-534275 A5 2015.10.15

【化２】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－
、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ２

）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、または－ＣＨ２

ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ａｒは二価アリーレン（例えば、フェニレン）であり；Ｅ
はＨまたはメチルであり；ｚは０または１であり；ｋは０～３０の範囲の整数であり、ｍ
は０または１であり、ただし、ｋが０である場合、ｍは０であり、ｋが１～３０の範囲で
ある場合、ｍは１であり；Ｄはビニルまたはアリル部分を表し；（Ｒ１５－Ｏ）ｎはポリ
オキシアルキレン部分であり、これはＣ２～Ｃ４オキシアルキレン単位のホモポリマー、
ランダムコポリマーまたはブロックコポリマーであってよく、Ｒ１５はＣ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ

６またはＣ４Ｈ８およびその組合せから選択される二価アルキレン部分であり；ｎは一態
様では２～１５０、他の態様では１０～１２０、さらなる態様では１５～６０の範囲の整
数であり；Ｙは－Ｒ１５Ｏ－、－Ｒ１５ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｒ
１５ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ｒ１６は、Ｃ８～Ｃ３

０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分枝状アルキル、Ｃ８～Ｃ３０炭素環式アルキル、Ｃ２～
Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラルキル置換フェニルおよびアリール置換Ｃ２～Ｃ３０

アルキルから選択される置換または非置換アルキルであり；Ｒ１６のアルキル基、アリー
ル基、フェニル基は、ヒドロキシル基、アルコキシル基、ベンジル基　スチリル基および
ハロゲン基からなる群から選択される１つまたは複数の置換基を任意選択で含む）
で表されるか、または前記会合性モノマーが、式ＶＩＩＢ：
【化３】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６およびＣ４Ｈ

８から独立に選択される二価アルキレン部分であり、ｎは１０～６０の範囲の整数を表し
、（Ｒ１５－Ｏ）はランダムまたはブロック構成で配置されていてよく；Ｒ１６は、Ｃ８

～Ｃ３０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分枝状アルキル、Ｃ８～Ｃ３０炭素環式アルキル、
Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラルキル置換フェニルおよびアリール置換Ｃ２～
Ｃ３０アルキルから選択される置換または非置換アルキルであり、Ｒ１６のアルキル基、
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アリール基、フェニル基は、ヒドロキシル基、アルコキシル基、ベンジル基　スチリル基
およびハロゲン基からなる群から選択される１つまたは複数の置換基を任意選択で含む）
で表される、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記半疎水性モノマーが、（ｉ）エチレン性不飽和末端基ポーション；（ｉｉ）ポリオ
キシアルキレン中央部ポーション、および（ｉｉｉ）水素または１～４個の炭素原子を含
むアルキル基から選択される末端基ポーションを含む、請求項１３～１９に記載の組成物
。
【請求項１９】
　前記半疎水性モノマーが、式ＶＩＩＩおよびＩＸ：
【化４】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ
－、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ

２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－ＣＨ２

ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ａｒは二価アリーレン（例えば、フェニレン）であり；Ｅ
はＨまたはメチルであり；ｚは０または１であり；ｋは０～３０の範囲の整数であり、ｍ
は０または１であり、ただし、ｋが０である場合、ｍは０であり、ｋが１～３０の範囲で
ある場合、ｍは１であり；（Ｒ１５－Ｏ）ｎはポリオキシアルキレン部分であり、これは
Ｃ２～Ｃ４オキシアルキレン単位のホモポリマー、ランダムコポリマーまたはブロックコ
ポリマーであってよく、Ｒ１５はＣ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６またはＣ４Ｈ８およびその組合せか
ら選択される二価アルキレン部分であり；ｎは一態様では２～１５０、他の態様では５～
１２０、さらなる態様では１０～６０の範囲の整数であり；Ｒ１７は水素および直鎖また
は分枝状Ｃ１～Ｃ４アルキル基から選択され；Ｄはビニルまたはアリル部分を表す）
で表される少なくとも１つのモノマーから選択されるか、または　前記半疎水性モノマー
が、式ＶＩＩＩＡおよびＶＩＩＩＢ：
ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１４）Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ－Ｈ　　ＶＩＩＩ
Ａ
ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１４）Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ－ＣＨ３　　ＶＩ
ＩＩＢ
（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり、「ａ」は、一態様では０または２～１２０、
他の態様では５～４５、さらなる態様では１０～２５の範囲の整数であり、「ｂ」は、一
態様では０または２～１２０、他の態様では５～４５、さらなる態様では１０～２５の範
囲の整数であり、ただし、「ａ」と「ｂ」が同時に０であることはない）
で表される少なくとも１つのモノマーから選択される、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２０】
　ａ）水；
ｂ）ｉ）４０～５０ｗｔ．％の少なくとも１つのヒドロキシ（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メ
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タ）アクリレートモノマー（全モノマーｗｔ．に対して）；
ｉｉ）１５～７０ｗｔ．％の（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）アクリレートモノマーから
選択される少なくとも２つの異なるモノマー（全モノマーｗｔ．に対して）；
ｉｉｉ）０．５～５ｗｔ．％の会合性および／または半疎水性のモノマー；および
ｉｖ）一態様では０．０１～１ｗｔ．％、他の態様では０．１～０．３の少なくとも１つ
の架橋剤（ポリマーの乾燥重量に対して）
を含むモノマー混合物から調製された１～５ｗｔ．％の少なくとも１つの非イオン性の両
親媒性エマルジョンポリマー；ならびに
ｃ）６～２０ｗｔ．％のアニオン性界面活性剤および両性界面活性剤を含む界面活性剤混
合物
を含む、請求項１１～１９のいずれかに記載の組成物。
【請求項２１】
　前記半疎水性モノマーがメトキシポリエチレングリコールメタクリレートから選択され
る、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記アニオン性界面活性剤が、一態様では平均で１～３モルのエトキシ化を含む、また
は他の態様では平均で１～２モルのエトキシ化を含む、請求項２０～２１に記載の組成物
。
【請求項２３】
　前記アニオン性界面活性剤と前記両性界面活性剤の比が、１０：１～２：１（ｗｔ．／
ｗｔ．）の範囲にある、請求項２０～２２に記載の組成物。
【請求項２４】
　前記アニオン性界面活性剤が、ドデシルスルフェート、ラウリルスルフェート、ラウレ
ススルフェートのナトリウム塩またはアンモニウム塩およびその混合物から選択される、
請求項２０～２３に記載の組成物。
【請求項２５】
　前記両性界面活性剤がコカミドプロピルベタインである、請求項２０～２４に記載の降
伏応力流体組成物。
【請求項２６】
　前記ポリマーが分散ポリマーである、請求項１～２５に記載の組成物。
【請求項２７】
　前記ポリマーが、９５～９９．５ｗｔ．％の少なくとも１つのビニルラクタムと少なく
とも１つのＣ１～Ｃ２２カルボン酸のビニルエステルとの組合せから重合され、前記モノ
マーの組合せの少なくとも３０ｗｔ．％が、ビニルラクタム、０．０５～５ｗｔ．％の少
なくとも１つのＣ８～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレート、任意選択で最大で５ｗｔ．
％の会合性および／または半疎水性のモノマー（前記重量％は全モノマーの重量に対して
である）ならびに０．０１～１ｗｔ．％の架橋性モノマー（前記ポリマーの乾燥重量に対
して）から選択される、請求項２６に記載の組成物。
【請求項２８】
　前記ビニルラクタムがＮ－ビニルピロリドンであり、前記ビニルエステルが、ギ酸ビニ
ル、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル、イソ酪酸ビニル、吉草酸ビニル、ヘ
キサン酸ビニル、２－メチルヘキサン酸ビニル、２－エチルヘキサン酸ビニル、イソオク
タン酸ビニル、ノナン酸ビニル、ネオデカン酸ビニル、デカン酸ビニル、ベルサチン酸ビ
ニル、ラウリン酸ビニル、パルミチン酸ビニル、ステアリン酸ビニルおよびその混合物か
ら選択され、前記Ｃ８～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレートが、ラウリルメタクリレー
ト　ステアリルメタクリレート、ベヘニルメタクリレートおよびその混合物ならびにその
混合物から選択される、請求項２７に記載の組成物。
【請求項２９】
　前記分散ポリマーが、６０～９０ｗｔ．％のＮ－ビニルピロリドン、１０～３５ｗｔ．
％の酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル、イソ酪酸ビニル、吉草酸ビニル、ヘ
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キサン酸ビニル、２－メチルヘキサン酸ビニル、２－エチルヘキサン酸ビニル、イソオク
タン酸ビニル、ノナン酸ビニル、ネオデカン酸ビニル、デカン酸ビニル、ベルサチン酸ビ
ニル、ラウリン酸ビニル、パルミチン酸ビニルおよびステアリン酸ビニルから選択される
少なくとも１つのビニルエステル、０．５～５ｗｔ．％のラウリルメタクリレート、ステ
アリルメタクリレート、ベヘニルメタクリレートおよびその混合物から選択されるＣ８～
Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレートを含むモノマー混合物から重合されるか、または前
記分散ポリマーが、Ｎ－ビニルピロリドン、酢酸ビニル、ならびにラウリルメタクリレー
ト、ステアリルメタクリレート、ベヘニルメタクリレートおよびその混合物から選択され
るＣ８～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレートならびにその混合物を含むモノマー混合物
から調製される、請求項２７～２８に記載の組成物。
【請求項３０】
　前記会合性モノマーが、（ｉ）エチレン性不飽和末端基ポーション；（ｉｉ）ポリオキ
シアルキレン中央部ポーションおよび（ｉｉｉ）８～３０個の炭素原子を含む疎水性末端
基ポーションを含む、請求項２７～２９に記載の組成物。
【請求項３１】
　前記会合性モノマーが、式ＶＩＩおよびＶＩＩＡ：
【化５】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－
、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ２

）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、または－ＣＨ２

ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ａｒは二価アリーレン（例えば、フェニレン）であり；Ｅ
はＨまたはメチルであり；ｚは０または１であり；ｋは０～３０の範囲の整数であり、ｍ
は０または１であり、ただし、ｋが０である場合、ｍは０であり、ｋが１～３０の範囲で
ある場合、ｍは１であり；Ｄはビニルまたはアリル部分を表し；（Ｒ１５－Ｏ）ｎはポリ
オキシアルキレン部分であり、これはＣ２～Ｃ４オキシアルキレン単位のホモポリマー、
ランダムコポリマーまたはブロックコポリマーであってよく、Ｒ１５はＣ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ

６またはＣ４Ｈ８およびその組合せから選択される二価アルキレン部分であり；ｎは一態
様では２～１５０、他の態様では１０～１２０、さらなる態様では１５～６０の範囲の整
数であり；Ｙは－Ｒ１５Ｏ－、－Ｒ１５ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｒ
１５ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ｒ１６は、Ｃ８～Ｃ３

０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分枝状アルキル、Ｃ８～Ｃ３０炭素環式アルキル、Ｃ２～
Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラルキル置換フェニルおよびアリール置換Ｃ２～Ｃ３０

アルキルから選択される置換または非置換アルキルであり；Ｒ１６のアルキル基、アリー
ル基、フェニル基は、ヒドロキシル基、アルコキシル基、ベンジル基　スチリル基および
ハロゲン基からなる群から選択される１つまたは複数の置換基を任意選択で含む）



(8) JP 2014-534275 A5 2015.10.15

で表されるか、または前記会合性モノマーが、式ＶＩＩＡ：
【化６】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６およびＣ４Ｈ

８から独立に選択される二価アルキレン部分であり、ｎは１０～６０の範囲の整数を表し
、（Ｒ１５－Ｏ）はランダムまたはブロック構成で配置されていてよく；Ｒ１６は、Ｃ８

～Ｃ３０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分枝状アルキル、Ｃ８～Ｃ３０炭素環式アルキル、
Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラルキル置換フェニルおよびアリール置換Ｃ２～
Ｃ３０アルキルから選択される置換または非置換アルキルであり、Ｒ１６のアルキル基、
アリール基、フェニル基は、ヒドロキシル基、アルコキシル基、ベンジル基　スチリル基
およびハロゲン基からなる群から選択される１つまたは複数の置換基を任意選択で含む）
で表される、請求項２７～３０に記載の組成物。
【請求項３２】
　前記半疎水性モノマーが、（ｉ）エチレン性不飽和末端基ポーション；（ｉｉ）ポリオ
キシアルキレン中央部ポーション、および（ｉｉｉ）水素または１～４個の炭素原子を含
む基から選択される末端基ポーションを含む、請求項２７～３１に記載の組成物。
【請求項３３】
　前記半疎水性モノマーが、式ＶＩＩＩおよびＩＸ：
【化７】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ
－、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ

２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－ＣＨ２

ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ａｒは二価アリーレン（例えば、フェニレン）であり；Ｅ
はＨまたはメチルであり；ｚは０または１であり；ｋは０～３０の範囲の整数であり、ｍ
は０または１であり、ただし、ｋが０である場合、ｍは０であり、ｋが１～３０の範囲で
ある場合、ｍは１であり；（Ｒ１５－Ｏ）ｎはポリオキシアルキレン部分であり、これは
Ｃ２～Ｃ４オキシアルキレン単位のホモポリマー、ランダムコポリマーまたはブロックコ
ポリマーであってよく、Ｒ１５はＣ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６またはＣ４Ｈ８およびその組合せか
ら選択される二価アルキレン部分であり；ｎは一態様では２～１５０、他の態様では５～
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１２０、さらなる態様では１０～６０の範囲の整数であり；Ｒ１７は水素および直鎖また
は分枝状Ｃ１～Ｃ４アルキル基（例えば、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブ
チル、イソブチルおよびｔｅｒｔ－ブチル）から選択され；Ｄはビニルまたはアリル部分
を表す）
で表される少なくとも１つのモノマーから選択されるか、または前記半疎水性モノマーが
、式ＶＩＩＩＡおよびＶＩＩＩＢ：
ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１４）Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ－Ｈ　　ＶＩＩＩ
Ａ
ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１４）Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ－ＣＨ３　　ＶＩ
ＩＩＢ
（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり、「ａ」は、一態様では０または２～１２０、
他の態様では５～４５、さらなる態様では１０～２５の範囲の整数であり、「ｂ」は、一
態様では０または２～１２０、他の態様では５～４５、さらなる態様では１０～２５の範
囲の整数であり、ただし、「ａ」と「ｂ」が同時に０であることはない）
で表される少なくとも１つのモノマーから選択される、請求項２７～３２に記載の組成物
。
【請求項３４】
　不溶性物質、微粒子材料またはその組合せをさらに含む、請求項１１～３３のいずれか
に記載の組成物。
【請求項３５】
　請求項１～３３のいずれかに記載の降伏応力流体組成物を含む、掘削地下累層において
使用するための掘削流体。
【請求項３６】
　請求項１～３３のいずれかに記載の降伏応力流体組成物を含む、破砕地下累層において
使用するための液圧破砕流体。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　本発明の架橋された非イオン性の両親媒性ポリマー組成物ならびに非イオン性の両親媒
性ポリマー組成物および少なくとも１つの界面活性剤を含む粘稠化水性流体は、本明細書
で説明する成分、要素およびプロセス描写を適切に含む、それからなる、あるいは本質的
にそれからなることができる。本明細書で例示的に適切に開示される本発明は、本明細書
で具体的に開示されていない任意の要素がなくても実行することができる。
　本発明の実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　水、少なくとも１つの非イオン性の両親媒性ポリマーおよび少なくとも１つの界面活性
剤を含む降伏応力流体組成物であって、前記組成物の全重量に対して前記ポリマーの濃度
が５ｗｔ．％または５ｗｔ．％未満であり、前記界面活性剤の濃度が３０ｗｔ．％または
３０ｗｔ．％未満であり、前記両親媒性ポリマーが約１９．３ＭＰａ１／２超～約２１．
０ＭＰａ１／２の範囲の複合溶解度パラメーター（δｃ）を有する組成物。
（項目２）
　水、少なくとも１つの非イオン性の両親媒性ポリマーおよび少なくとも１つの界面活性
剤を含む降伏応力流体組成物であって、前記組成物の全重量に対して前記ポリマーの濃度
が５ｗｔ．％または５ｗｔ．％未満であり、前記界面活性剤の濃度が３０ｗｔ．％または
３０ｗｔ．％未満であり、前記両親媒性ポリマーが約１９．３ＭＰａ１／２超～約２１．
０ＭＰａ１／２の範囲の複合溶解度パラメーター（δｃ）を有し、前記両親媒性ポリマー
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が、約０．１～約１０ｗｔ．％の会合性および／または半疎水性のモノマーを含むモノマ
ー混合物から重合された反復単位を含む組成物。
（項目３）
　前記ポリマーの濃度が約０．５～約３．５ｗｔ．％の範囲にある、前記項目のいずれか
に記載の組成物。
（項目４）
　前記ポリマーが、少なくとも１つの疎水性モノマーおよび少なくとも１つの親水性モノ
マーを含むモノマー混合物から調製される、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目５）
　前記ポリマーが、少なくとも３０ｗｔ．％の前記親水性モノマーおよび少なくとも５ｗ
ｔ．％の前記疎水性モノマーを含むモノマー混合物から調製される、前記項目のいずれか
に記載の組成物。
（項目６）
　前記モノマー混合物が、前記ポリマーの乾燥重量に対して約０．０１～約１ｗｔ．％の
範囲の量で存在する架橋性モノマーを含む、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目７）
　前記架橋性モノマーが、平均で約３個の架橋可能な不飽和部分を含む、前記項目のいず
れかに記載の組成物。
（項目８）
　前記モノマー混合物が、前記ポリマー中に前記ポリマーの乾燥重量に対して約０．０１
～約０．３ｗｔ．％組み込まれるのに十分な量で存在する架橋性モノマーを含む、前記項
目のいずれかに記載の組成物。
（項目９）
　ホモ重合した場合、前記少なくとも１つの親水性モノマーが、２１．０ＭＰａ１／２超
の溶解度パラメーター（δｉ）を有する、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１０）
　ホモ重合した場合、前記少なくとも１つの疎水性モノマーが、約１９．３ＭＰａ１／２

未満または約１９．３ＭＰａ１／２に等しい溶解度パラメーター（δＩ）を有する、前記
項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１１）
　前記少なくとも１つの親水性モノマーが、ヒドロキシ（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）
アクリレート、Ｎ－ビニルアミド、（メタ）アクリルアミド、ジアセトンアクリルアミド
から選択されるアミノ基含有モノマーおよび以下の式：
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【化１２】

（式中、Ｒ２は水素またはメチルであり、Ｒ３は水素、Ｃ１～Ｃ５アルキルおよびＣ１～
Ｃ５ヒドロキシアルキルから独立に選択され、Ｒ４はＣ１～Ｃ５アルキルまたはＣ１～Ｃ

５ヒドロキシアルキルから独立に選択され、Ｒ５は水素またはメチルであり、Ｒ６はＣ１

～Ｃ５アルキレンであり、Ｒ７は水素またはＣ１～Ｃ５アルキルから独立に選択され、Ｒ
８はＣ１～Ｃ５アルキルから独立に選択される）
で表されるモノマーならびにその混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載の組
成物。
（項目１２）
　前記少なくとも１つの疎水性モノマーが、（メタ）アクリル酸と１～３０個の炭素原子
を含むアルコールとのエステル、１～２２個の炭素原子を含む脂肪族カルボン酸のビニル
エステル、１～２２個の炭素原子を含むアルコールのビニルエーテル、ビニル芳香族モノ
マー、ハロゲン化ビニル、ハロゲン化ビニリデンおよび会合性モノマーから選択される、
前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１３）
　少なくとも１つのモノマーが半疎水性モノマーから選択される、前記項目のいずれかに
記載の組成物。
（項目１４）
　前記少なくとも１つの架橋性モノマーが、トリメチロールプロパンのポリアリルエーテ
ル、ペンタエリスリトールのポリアリルエーテル、スクロースのポリアリルエーテルおよ
びその混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１５）
　前記少なくとも１つの架橋性モノマーが、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリ
レート、トリメチロールエタントリ（メタ）アクリレート、テトラメチロールメタントリ
（メタ）アクリレートおよびその混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載の組
成物。
（項目１６）
　前記少なくとも１つの架橋性モノマーが、ペンタエリスリトールジアリルエーテル、ペ
ンタエリスリトールトリアリルエーテル、ペンタエリスリトールテトラアリルエーテルお
よびその混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成物。



(12) JP 2014-534275 A5 2015.10.15

（項目１７）
　前記ポリマーが、ラウリル硫酸ナトリウムおよび０．１ｗｔ．％の塩化ナトリウムの存
在下で、線寸法で少なくとも２．５倍のプラトー膨潤を示す粒子の形態である、前記項目
のいずれかに記載の組成物。
（項目１８）
　前記少なくとも１つの界面活性剤が、アニオン性、カチオン性、両性、非イオン性およ
びその混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１９）
　前記少なくとも１つの界面活性剤が、アニオン性界面活性剤から選択される、前記項目
のいずれかに記載の組成物。
（項目２０）
　前記少なくとも１つの界面活性剤が、アニオン性界面活性剤および両性界面活性剤から
選択される、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目２１）
　前記少なくとも１つのアニオン性界面活性剤がエトキシ化されている、前記項目のいず
れかに記載の組成物。
（項目２２）
　前記少なくとも１つのアニオン性界面活性剤が、平均で１～３モルのエトキシ化を含む
、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目２３）
　前記少なくとも１つのアニオン性界面活性剤が、平均で１～２モルのエトキシ化を含む
、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目２４）
　前記少なくとも１つのアニオン性界面活性剤が、ドデシルスルフェート、ラウリルスル
フェート、ラウレススルフェートのナトリウム塩およびアンモニウム塩ならびにその混合
物から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目２５）
　前記少なくとも１つの両性界面活性剤が、コカミドプロピルベタインである、前記項目
のいずれかに記載の組成物。
（項目２６）
　前記少なくともポリマーおよび前記少なくとも１つの界面活性剤が、エチレンオキシド
部分を実質的に含まない、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目２７）
　前記界面活性剤の濃度が、全組成物重量に対して２５ｗｔ．％未満（活性物質）である
、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目２８）
　前記界面活性剤の濃度が、全組成物重量に対して約６～約２０ｗｔ．％（活性物質）の
範囲にある、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目２９）
　アニオン性界面活性剤と両性界面活性剤（活性物質）の比が、一態様では１０：１～約
２：１、他の態様では９：１、８：１、７：１　６：１、５：１、４．５：１、４：１ま
たは３：１である、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目３０）
　ポリマー固体の量が、全組成物重量に対して約１～約３ｗｔ．％の範囲にある、前記項
目のいずれかに記載の組成物。
（項目３１）
　前記降伏応力が少なくとも０．１Ｐａである、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目３２）
　前記降伏応力が少なくとも０．５Ｐａである、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目３３）
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　前記降伏応力が少なくとも１Ｐａである、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目３４）
　０．５～１．５ｍｍのサイズのビーズを２３℃で少なくとも１カ月間懸濁させることが
でき、前記ビーズと水の比重差が＋／－０．２～０．５である、前記項目のいずれかに記
載の組成物。
（項目３５）
　０．５～３００μｍのサイズのマイクロカプセルを２３℃で少なくとも１カ月間懸濁さ
せることができ、前記マイクロカプセルビーズと水の比重差が＋／－０．０１～０．５で
ある、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目３６）
　前記降伏応力が、ｐＨ範囲２～１４で実質的にｐＨに非依存性である、前記項目のいず
れかに記載の組成物。
（項目３７）
　前記降伏応力が、ｐＨ範囲３～１０で実質的にｐＨに非依存性である、前記項目のいず
れかに記載の組成物。
（項目３８）
　雲母粒子をさらに含む、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目３９）
　外観が真珠光沢性である、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目４０）
　光透過率％が少なくとも１０％である、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目４１）
　光透過率％が少なくとも２０％である、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目４２）
　粘度が、３秒－１のせん断速度で２Ｐａ・ｓ未満である、前記項目のいずれかに記載の
組成物。
（項目４３）
　０．１～１秒－１のせん断速度で０．５未満のずり減粘指数を有する、前記項目のいず
れかに記載の組成物。
（項目４４）
　弾性係数が、固定周波数での臨界応力より低い振動応力における粘性係数より大きい、
前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目４５）
　前記ポリマーがエマルジョンポリマーである、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目４６）
　前記降伏応力が少なくとも０．１Ｐａである、項目４５に記載の組成物。
（項目４７）
　前記降伏応力が、１Ｈｚ～０．００１Ｈｚの周波数範囲から選択される固定周波数で測
定される、項目４６に記載の組成物。
（項目４８）
　前記エマルジョンポリマーが、少なくとも３０ｗｔ．％の少なくとも１つのＣ１～Ｃ４

ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート、１５～７０ｗｔ．の少なくとも１つのＣ１～
Ｃ１２アルキル（メタ）アクリレート、５～４０ｗｔ．％の少なくとも１つのＣ１～Ｃ１

０カルボン酸のビニルエステル（全モノマー重量に対して）および０．０１～１ｗｔ．％
の少なくとも１つの架橋剤（前記ポリマーの乾燥重量に対して）を含むモノマー混合物か
ら重合される、項目４５～４７に記載の組成物。
（項目４９）
　前記エマルジョンポリマーが、少なくとも３０ｗｔ．％の少なくとも１つのＣ１～Ｃ４

ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート、１５～７０ｗｔ．の少なくとも１つのＣ１～
Ｃ１２アルキル（メタ）アクリレート、１～１０ｗｔ．％の会合性モノマー、半疎水性モ
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ノマーおよびその混合物から選択される少なくとも１つのモノマー（全モノマー重量に対
して）および０．０１～１ｗｔ．％の少なくとも１つの架橋剤（前記ポリマーの乾燥重量
に対して）を含むモノマー混合物から重合される、項目４５～４８に記載の組成物。
（項目５０）
　前記Ｃ１～Ｃ４ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレートがヒドロキシエチルメタクリ
レートであり、前記Ｃ１～Ｃ１２アルキルアクリレートがメチルメタクリレート、エチル
アクリレート、ブチルアクリレートおよびその混合物から選択され、前記Ｃ１～Ｃ１０カ
ルボン酸のビニルエステルがギ酸ビニル、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル
、イソ酪酸ビニル、吉草酸ビニル、ヘキサン酸ビニル、２－メチルヘキサン酸ビニル、２
－エチルヘキサン酸ビニル、イソオクタン酸ビニル、ノナン酸ビニル、ネオデカン酸ビニ
ル、デカン酸ビニル、ベルサチン酸ビニル、ラウリン酸ビニル、パルミチン酸ビニル、ス
テアリン酸ビニルおよびその混合物ならびにその混合物から選択される、項目４８に記載
の組成物。
（項目５１）
　前記エマルジョンポリマーが、ヒドロキシエチルメタクリレート、およびメチルメタク
リレート、エチルアクリレート、ブチルアクリレート、酢酸ビニル、ネオデカン酸ビニル
、デカン酸ビニル、会合性モノマー、半疎水性モノマーまたはその混合物から選択される
モノマーを含むモノマー混合物から重合される、項目４９または５０に記載の組成物。
（項目５２）
　前記エマルジョンポリマーが、ヒドロキシエチルメタクリレート、エチルアクリレート
、ブチルアクリレートならびに会合性および／または半疎水性のモノマーから選択される
モノマーを含むモノマー混合物から重合される、項目５１に記載の組成物。
（項目５３）
　前記エマルジョンポリマーが、ヒドロキシエチルメタクリレート、エチルアクリレート
、ブチルアクリレートおよび酢酸ビニルを含むモノマー混合物から重合される、項目５２
に記載の組成物。
（項目５４）
　前記エマルジョンポリマーが、ヒドロキシエチルメタクリレート、エチルアクリレート
、ブチルアクリレートならびに会合性および／または半疎水性のモノマーから選択される
モノマーを含むモノマー混合物から重合される、項目４９、５１または５２に記載の組成
物。
（項目５５）
　前記会合性モノマーが、（ｉ）エチレン性不飽和末端基ポーション；（ｉｉ）ポリオキ
シアルキレン中央部ポーションおよび（ｉｉｉ）８～３０個の炭素原子を含む疎水性末端
基ポーションを含む、項目５４に記載の組成物。
（項目５６）
　前記会合性モノマーが、式ＶＩＩおよび／またはＶＩＩＡ：
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【化１３】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－
、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ２

）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、または－ＣＨ２

ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ａｒは二価アリーレン（例えば、フェニレン）であり；Ｅ
はＨまたはメチルであり；ｚは０または１であり；ｋは約０～約３０の範囲の整数であり
、ｍは０または１であり、ただし、ｋが０である場合、ｍは０であり、ｋが１～約３０の
範囲である場合、ｍは１であり；Ｄはビニルまたはアリル部分を表し；（Ｒ１５－Ｏ）ｎ

はポリオキシアルキレン部分であり、これはＣ２～Ｃ４オキシアルキレン単位のホモポリ
マー、ランダムコポリマーまたはブロックコポリマーであってよく、Ｒ１５はＣ２Ｈ４、
Ｃ３Ｈ６またはＣ４Ｈ８およびその組合せから選択される二価アルキレン部分であり；ｎ
は一態様では約２～約１５０、他の態様では約１０～約１２０、さらなる態様では約１５
～約６０の範囲の整数であり；Ｙは－Ｒ１５Ｏ－、－Ｒ１５ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ
（Ｏ）ＮＨ－、－Ｒ１５ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ｒ
１６は、Ｃ８～Ｃ３０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分枝状アルキル、Ｃ８～Ｃ３０炭素環
式アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラルキル置換フェニルおよびアリー
ル置換Ｃ２～Ｃ３０アルキルから選択される置換または非置換アルキルであり；Ｒ１６の
アルキル基、アリール基、フェニル基は、ヒドロキシル基、アルコキシル基、ベンジル基
　スチリル基およびハロゲン基からなる群から選択される１つまたは複数の置換基を任意
選択で含む）
で表される、項目５５に記載の組成物。
（項目５７）
　前記会合性モノマーが、式ＶＩＩＢ：
【化１４】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６およびＣ４Ｈ

８から独立に選択される二価アルキレン部分であり、ｎは約１０～約６０の範囲の整数を



(16) JP 2014-534275 A5 2015.10.15

表し、（Ｒ１５－Ｏ）はランダムまたはブロック構成で配置されていてよく；Ｒ１６は、
Ｃ８～Ｃ３０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分枝状アルキル、Ｃ８～Ｃ３０炭素環式アルキ
ル、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラルキル置換フェニルおよびアリール置換Ｃ

２～Ｃ３０アルキルから選択される置換または非置換アルキルであり、Ｒ１６のアルキル
基、アリール基、フェニル基は、ヒドロキシル基、アルコキシル基、ベンジル基　スチリ
ル基およびハロゲン基からなる群から選択される１つまたは複数の置換基を任意選択で含
む）
で表される、項目５５または５６に記載の組成物。
（項目５８）
　前記半疎水性モノマーが、（ｉ）エチレン性不飽和末端基ポーション；（ｉｉ）ポリオ
キシアルキレン中央部ポーション、および（ｉｉｉ）水素または１～４個の炭素原子を含
むアルキル基から選択される末端基ポーションを含む、項目５３～５７に記載の組成物。
（項目５９）
　前記半疎水性モノマーが、式ＶＩＩＩおよびＩＸ：

【化１５】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ
－、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ

２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－ＣＨ２

ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ａｒは二価アリーレン（例えば、フェニレン）であり；Ｅ
はＨまたはメチルであり；ｚは０または１であり；ｋは約０～約３０の範囲の整数であり
、ｍは０または１であり、ただし、ｋが０である場合、ｍは０であり、ｋが１～約３０の
範囲である場合、ｍは１であり；（Ｒ１５－Ｏ）ｎはポリオキシアルキレン部分であり、
これはＣ２～Ｃ４オキシアルキレン単位のホモポリマー、ランダムコポリマーまたはブロ
ックコポリマーであってよく、Ｒ１５はＣ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６またはＣ４Ｈ８およびその組
合せから選択される二価アルキレン部分であり；ｎは一態様では約２～約１５０、他の態
様では約５～約１２０、さらなる態様では約１０～約６０の範囲の整数であり；Ｒ１７は
水素および直鎖または分枝状Ｃ１～Ｃ４アルキル基から選択され；Ｄはビニルまたはアリ
ル部分を表す）
で表される少なくとも１つのモノマーから選択される、項目５８に記載の組成物。
（項目６０）
　前記半疎水性モノマーが、式ＶＩＩＩＡおよびＶＩＩＩＢ：
ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１４）Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ－Ｈ　　ＶＩＩＩ
Ａ
ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１４）Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ－ＣＨ３　　ＶＩ
ＩＩＢ
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（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり、「ａ」は、一態様では０または２～約１２０
、他の態様では約５～約４５、さらなる態様では約１０～約．２５の範囲の整数であり、
「ｂ」は、一態様では約０または２～約１２０、他の態様では約５～約４５、さらなる態
様では約１０～約．２５の範囲の整数であり、ただし、「ａ」と「ｂ」が同時に０である
ことはない）
で表される少なくとも１つのモノマーから選択される、項目５４～５９に記載の組成物。
（項目６１）
　ｂが０である、項目６０に記載の組成物。
（項目６２）
　前記会合性モノマーが、ラウリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セチルポリエ
トキシ化（メタ）アクリレート、セテアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ステ
アリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、アラキジルポリエトキシ化（メタ）アクリ
レート、ベヘニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セロチルポリエトキシ化（メタ
）アクリレート、モンタニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、メリシルポリエトキ
シ化（メタ）アクリレートから選択され、前記モノマーのポリエトキシ化ポーションが約
２～約５０のエチレンオキシド単位を含み、前記半疎水性モノマーがメトキシポリエチレ
ングリコール（メタ）アクリレートまたはポリエチレングリコール（メタ）アクリレート
から選択され、前記モノマーの前記ポリエトキシ化ポーションが約２～約５０のエチレン
オキシド単位を含む、項目４９、５１、５２または５４～６１に記載の組成物。
（項目６３）
　前記架橋剤が、平均で３個の架橋可能な不飽和官能基を有するモノマーから選択される
、項目４５～６２に記載の組成物。
（項目６４）
　前記架橋剤がペンタエリスリトールトリアリルエーテルである、項目６３に記載の組成
物。
（項目６５）
　前記ペンタエリスリトールトリアリルエーテルが、約０．０１～約０．３（前記ポリマ
ーの乾燥重量に対して）の範囲の量で存在する、項目６４に記載の組成物。
（項目６６）
　前記モノマー混合物を保護コロイドの存在下で重合させる、項目４５～６５に記載の組
成物。
（項目６７）
　前記モノマー混合物を、ポリ（ビニルアルコール）の存在下で重合させる、項目４５～
６６に記載の組成物。
（項目６８）
　前記エマルジョンポリマーを、部分的に加水分解されたポリ（ビニルアルコール）の存
在下で重合させる、項目４５～６７に記載の組成物。
（項目６９）
　前記部分的に加水分解されたポリ（ビニルアルコール）が、約８０～９０％の範囲で加
水分解されている、項目６８に記載の組成物。
（項目７０）
　前記エマルジョンポリマーが、約４０～４５ｗｔ．％のヒドロキシエチルアクリレート
、３０～５０ｗｔ．％のエチルアクリレート、１０～２０ｗｔ．％のブチルアクリレート
および約１～約５ｗｔ．％の少なくとも１つの会合性および／または半疎水性モノマー（
全モノマー重量に対して）ならびに少なくとも１つの架橋剤を含むモノマー混合物から重
合される、項目４５～６９のいずれかに記載の組成物。
（項目７１）
　ａ）水；
ｂ）ｉ）４０～５０ｗｔ．％の少なくとも１つのヒドロキシ（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メ
タ）アクリレートモノマー（全モノマーｗｔ．に対して）；
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ｉｉ）１５～７０ｗｔ．％の（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）アクリレートモノマーから
選択される少なくとも２つの異なるモノマー（全モノマーｗｔ．に対して）；
ｉｉｉ）０．５～５ｗｔ．％の会合性および／または半疎水性のモノマー；および
ｉｖ）一態様では０．０１～１ｗｔ．％、他の態様では０．１～０．３の少なくとも１つ
の架橋剤（ポリマーの乾燥重量に対して）
を含むモノマー混合物から調製された１～５ｗｔ．％の少なくとも１つの非イオン性の両
親媒性エマルジョンポリマー；ならびに
ｃ）６～２０ｗｔ．％のアニオン性界面活性剤および両性界面活性剤を含む界面活性剤混
合物
を含む、項目４５～７０のいずれかに記載の降伏応力流体組成物。
（項目７２）
　前記モノマーｉ）がヒドロキシエチルメタクリレートである、項目７１に記載の降伏応
力流体組成物。
（項目７３）
　前記モノマーｉｉ）が、エチルアクリレートおよびｎ－ブチルアクリレートである、項
目７１または７２に記載の降伏応力流体組成物。
（項目７４）
　エチルアクリレートが、前記モノマー混合物の約３５～約５０ｗｔ．％の範囲の量で存
在する、項目７１～７３に記載の降伏応力流体組成物。
（項目７５）
　ブチルアクリレートが、前記モノマー混合物の約１０～約２０ｗｔ．％の範囲の量で存
在する、項目７１～７４に記載の降伏応力流体組成物。
（項目７６）
　前記会合性モノマーが、ベヘニルポリエトキシ化メタクリレートから選択される、項目
７１～７５に記載の降伏応力流体。
（項目７７）
　前記会合性モノマーが２～３０モルのエトキシ化を含む、項目７１～７６に記載の降伏
応力流体。
（項目７８）
　前記半疎水性モノマーがメトキシポリエチレングリコールメタクリレートから選択され
る、項目７１～７７に記載の降伏応力流体。
（項目７９）
　前記アニオン性界面活性剤が、一態様では平均で１～３モルのエトキシ化を含む、また
は他の態様では平均で１～２モルのエトキシ化を含む、項目７１～７８に記載の降伏応力
流体組成物。
（項目８０）
　前記アニオン性界面活性剤と前記両性界面活性剤の比が、約１０：１～約２：１（ｗｔ
．／ｗｔ．）の範囲にある、項目７１～７９に記載の降伏応力流体組成物。
（項目８１）
　前記アニオン性界面活性剤が、ドデシルスルフェート、ラウリルスルフェート、ラウレ
ススルフェートのナトリウム塩またはアンモニウム塩およびその混合物から選択される、
項目７１～８０に記載の降伏応力流体組成物。
（項目８２）
　前記両性界面活性剤がコカミドプロピルベタインである、項目７１～８１に記載の降伏
応力流体組成物。
（項目８３）
　前記ポリマーが分散ポリマーである、項目１～４４に記載の組成物。
（項目８４）
　前記ポリマーが、９５～９９．５ｗｔ．％の少なくとも１つのビニルラクタムと少なく
とも１つのＣ１～Ｃ２２カルボン酸のビニルエステルとの組合せから重合され、前記モノ
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マーの組合せの少なくとも３０ｗｔ．％が、ビニルラクタム、０．０５～５ｗｔ．％の少
なくとも１つのＣ８～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレート、任意選択で最大で５ｗｔ．
％の会合性および／または半疎水性のモノマー（前記重量％は全モノマーの重量に対して
である）ならびに０．０１～１ｗｔ．％の架橋性モノマー（前記ポリマーの乾燥重量に対
して）から選択される、項目８３に記載の組成物。
（項目８５）
　前記ビニルラクタムがＮ－ビニルピロリドンであり、前記ビニルエステルが、ギ酸ビニ
ル、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル、イソ酪酸ビニル、吉草酸ビニル、ヘ
キサン酸ビニル、２－メチルヘキサン酸ビニル、２－エチルヘキサン酸ビニル、イソオク
タン酸ビニル、ノナン酸ビニル、ネオデカン酸ビニル、デカン酸ビニル、ベルサチン酸ビ
ニル、ラウリン酸ビニル、パルミチン酸ビニル、ステアリン酸ビニルおよびその混合物か
ら選択され、前記Ｃ８～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレートが、ラウリルメタクリレー
ト　ステアリルメタクリレート、ベヘニルメタクリレートおよびその混合物ならびにその
混合物から選択される、項目８４に記載の組成物。
（項目８６）
　前記分散ポリマーが、６０～９０ｗｔ．％のＮ－ビニルピロリドン、１０～３５ｗｔ．
％の酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル、イソ酪酸ビニル、吉草酸ビニル、ヘ
キサン酸ビニル、２－メチルヘキサン酸ビニル、２－エチルヘキサン酸ビニル、イソオク
タン酸ビニル、ノナン酸ビニル、ネオデカン酸ビニル、デカン酸ビニル、ベルサチン酸ビ
ニル、ラウリン酸ビニル、パルミチン酸ビニルおよびステアリン酸ビニルから選択される
少なくとも１つのビニルエステル、０．５～５ｗｔ．％のラウリルメタクリレート、ステ
アリルメタクリレート、ベヘニルメタクリレートおよびその混合物から選択されるＣ８～
Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレートを含むモノマー混合物から重合される、項目８４ま
たは８５に記載の組成物。
（項目８７）
　前記分散ポリマーが、Ｎ－ビニルピロリドン、酢酸ビニル、ならびにラウリルメタクリ
レート、ステアリルメタクリレート、ベヘニルメタクリレートおよびその混合物から選択
されるＣ８～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレートならびにその混合物を含むモノマー混
合物から調製される、項目８４～８６に記載の組成物。
（項目８８）
　前記モノマー混合物がジメチルアクリルアミドをさらに含む、項目８４～８７に記載の
組成物。
（項目８９）
　前記会合性モノマーが、（ｉ）エチレン性不飽和末端基ポーション；（ｉｉ）ポリオキ
シアルキレン中央部ポーションおよび（ｉｉｉ）８～３０個の炭素原子を含む疎水性末端
基ポーションを含む、項目８４～８８に記載の組成物。
（項目９０）
　前記会合性モノマーが、式ＶＩＩおよびＶＩＩＡ：
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【化１６】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－
、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ２

）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、または－ＣＨ２

ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ａｒは二価アリーレン（例えば、フェニレン）であり；Ｅ
はＨまたはメチルであり；ｚは０または１であり；ｋは約０～約３０の範囲の整数であり
、ｍは０または１であり、ただし、ｋが０である場合、ｍは０であり、ｋが１～約３０の
範囲である場合、ｍは１であり；Ｄはビニルまたはアリル部分を表し；（Ｒ１５－Ｏ）ｎ

はポリオキシアルキレン部分であり、これはＣ２～Ｃ４オキシアルキレン単位のホモポリ
マー、ランダムコポリマーまたはブロックコポリマーであってよく、Ｒ１５はＣ２Ｈ４、
Ｃ３Ｈ６またはＣ４Ｈ８およびその組合せから選択される二価アルキレン部分であり；ｎ
は一態様では約２～約１５０、他の態様では約１０～約１２０、さらなる態様では約１５
～約６０の範囲の整数であり；Ｙは－Ｒ１５Ｏ－、－Ｒ１５ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ
（Ｏ）ＮＨ－、－Ｒ１５ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ｒ
１６は、Ｃ８～Ｃ３０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分枝状アルキル、Ｃ８～Ｃ３０炭素環
式アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラルキル置換フェニルおよびアリー
ル置換Ｃ２～Ｃ３０アルキルから選択される置換または非置換アルキルであり；Ｒ１６の
アルキル基、アリール基、フェニル基は、ヒドロキシル基、アルコキシル基、ベンジル基
　スチリル基およびハロゲン基からなる群から選択される１つまたは複数の置換基を任意
選択で含む）
で表される、項目８４～８９に記載の組成物。
（項目９１）
　前記会合性モノマーが、式ＶＩＩＡ：
【化１７】
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（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ｒ１５は、Ｃ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６およびＣ４Ｈ

８から独立に選択される二価アルキレン部分であり、ｎは約１０～約６０の範囲の整数を
表し、（Ｒ１５－Ｏ）はランダムまたはブロック構成で配置されていてよく；Ｒ１６は、
Ｃ８～Ｃ３０直鎖アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分枝状アルキル、Ｃ８～Ｃ３０炭素環式アルキ
ル、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラルキル置換フェニルおよびアリール置換Ｃ

２～Ｃ３０アルキルから選択される置換または非置換アルキルであり、Ｒ１６のアルキル
基、アリール基、フェニル基は、ヒドロキシル基、アルコキシル基、ベンジル基　スチリ
ル基およびハロゲン基からなる群から選択される１つまたは複数の置換基を任意選択で含
む）
で表される、項目８４～９０に記載の組成物。
（項目９２）
　前記半疎水性モノマーが、（ｉ）エチレン性不飽和末端基ポーション；（ｉｉ）ポリオ
キシアルキレン中央部ポーション、および（ｉｉｉ）水素または１～４個の炭素原子を含
む基から選択される末端基ポーションを含む、項目８４～９１に記載の組成物。
（項目９３）
　前記半疎水性モノマーが、式ＶＩＩＩおよびＩＸ：
【化１８】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ
－、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ

２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－または－ＣＨ２

ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ａｒは二価アリーレン（例えば、フェニレン）であり；Ｅ
はＨまたはメチルであり；ｚは０または１であり；ｋは約０～約３０の範囲の整数であり
、ｍは０または１であり、ただし、ｋが０である場合、ｍは０であり、ｋが１～約３０の
範囲である場合、ｍは１であり；（Ｒ１５－Ｏ）ｎはポリオキシアルキレン部分であり、
これはＣ２～Ｃ４オキシアルキレン単位のホモポリマー、ランダムコポリマーまたはブロ
ックコポリマーであってよく、Ｒ１５はＣ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６またはＣ４Ｈ８およびその組
合せから選択される二価アルキレン部分であり；ｎは一態様では約２～約１５０、他の態
様では約５～約１２０、さらなる態様では約１０～約６０の範囲の整数であり；Ｒ１７は
水素および直鎖または分枝状Ｃ１～Ｃ４アルキル基（例えば、メチル、エチル、プロピル
、イソプロピル、ブチル、イソブチルおよびｔｅｒｔ－ブチル）から選択され；Ｄはビニ
ルまたはアリル部分を表す）
で表される少なくとも１つのモノマーから選択される、項目８４～９２に記載の組成物。
（項目９４）
　前記半疎水性モノマーが、式ＶＩＩＩＡおよびＶＩＩＩＢ：
ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１４）Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ－Ｈ　　ＶＩＩＩ
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Ａ
ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１４）Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ－ＣＨ３　　ＶＩ
ＩＩＢ
（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり、「ａ」は、一態様では０または２～約１２０
、他の態様では約５～約４５、さらなる態様では約１０～約．２５の範囲の整数であり、
「ｂ」は、一態様では約０または２～約１２０、他の態様では約５～約４５、さらなる態
様では約１０～約．２５の範囲の整数であり、ただし、「ａ」と「ｂ」が同時に０である
ことはない）
で表される少なくとも１つのモノマーから選択される、項目８４～９３に記載の組成物。
（項目９５）
　ｂが０である、項目９４に記載の組成物。
（項目９６）
　前記会合性モノマーが、ラウリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セチルポリエ
トキシ化（メタ）アクリレート、セテアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ステ
アリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、アラキジルポリエトキシ化（メタ）アクリ
レート、ベヘニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セロチルポリエトキシ化（メタ
）アクリレート、モンタニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、メリシルポリエトキ
シ化（メタ）アクリレートから選択され、前記モノマーのポリエトキシ化ポーションが約
２～約５０のエチレンオキシド単位を含み、前記半疎水性モノマーがメトキシポリエチレ
ングリコール（メタ）アクリレートまたはポリエチレングリコール（メタ）アクリレート
から選択され、前記モノマーの前記ポリエトキシ化ポーションが約２～約５０のエチレン
オキシド単位を含む、項目８４～９５に記載の組成物。
（項目９７）
　前記架橋剤が、平均で３個の架橋可能な不飽和官能基を有するモノマーから選択される
、項目８４～９６に記載の組成物。
（項目９８）
　前記架橋剤がペンタエリスリトールトリアリルエーテルである、項目９２に記載の組成
物。
（項目９９）
　前記分散ポリマーが立体安定剤の存在下で重合される、項目８４～９８に記載の組成物
。
（項目１００）
　前記立体安定剤が、Ｎ－ビニルピロリドン／ステアリルメタクリレート／ブチルアクリ
レートのコポリマー、Ｃ２０～Ｃ２４アルキル置換コハク酸無水物とグリセリンおよび／
または２～６個のグリセリン単位を含むポリグリセロールから選択されるポリオールとの
反応生成物のエステルならびにその混合物から選択される、項目９９に記載の組成物。
（項目１０１）
　電解質をさらに含む、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１０２）
　前記電解質が、ピロリン酸カリウム、トリポリリン酸カリウム、クエン酸ナトリウムま
たはクエン酸ｘカリウム、塩化カルシウムおよび臭化カルシウム、ハロゲン化亜鉛、塩化
バリウム　硝酸カルシウム、塩化カリウム、塩化ナトリウム、ヨウ化カリウム、臭化ナト
リウムおよび臭化アンモニウム、アルカリ金属硝酸塩または硝酸アンモニウムならびにそ
のブレンドから選択される、項目１０１に記載の組成物。
（項目１０３）
　前記電解質の量が、全組成物重量に対して約０．１～約４ｗｔ．％の範囲にある、項目
１０２に記載の組成物。
（項目１０４）
　不溶性物質、微粒子材料またはその組合せをさらに含む、項目４５～１０３のいずれか
に記載の組成物。
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（項目１０５）
　前記微粒子材料が、雲母、被覆雲母、顔料、剥離剤、フケ防止剤、粘土、膨潤性粘土、
ラポナイト、マイクロスポンジ、化粧品用ビーズ、化粧品用マイクロカプセル、フレーク
およびその混合物から選択される、項目１０４に記載の組成物。
（項目１０６）
　前記微粒子材料が、砂、焼結ボーキサイト、ガラス玉、セラミック材料、ポリスチレン
ビーズおよびその混合物から選択される、項目１０４に記載の組成物。
（項目１０７）
　前記不溶性物質が、ガス気泡、リポソーム、シリコーンおよびその混合物から選択され
る、項目１０４に記載の組成物。
（項目１０８）
　項目１～１０３のいずれかに記載の降伏応力流体を含む、掘削地下累層において使用す
るための掘削流体。
（項目１０９）
　項目１～１０３のいずれかに記載の降伏応力流体を含む、破砕地下累層において使用す
るための液圧破砕流体。
（項目１１０）
　プロッパントをさらに含む、項目１０９に記載の液圧破砕流体。
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